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他に、7つの特別会計などがあります

特別会計

◯入　17 億 4,956 万円
16 億 8,916 万円◯出

◯入 7 億 6,022 万円
7 億 5,685 万円◯出

◯入 10 億 6,820 万円
10 億 4,940 万円◯出

国民健康保険

公共下水道

介護保険

収入

令和元年度の収入を
500万円の家計におきかえると？

給料（町税など）
219万円

44%

前年の残り
（繰越金）

19万円 4%

500万円

両親・親戚からの援助
（地方交付税、国・県支出金）

208万円 42%

借金（町債）
35万円
　 7%貯金の取り崩し

（繰入金）
19万円 4%

支出

食費（人件費）
78万円
16%

医療費（扶助費）
47万円 10%

借金の返済
（公債費）

71万円 15%

親戚への援助
（補助費）

59万円 12%

家族への援助
（繰出金）

55万円
12%

貯金 6万円 1%

476万円

光熱水費など
（物件費）

93万円 19%

新築・リフォーム
（投資的経費など）

68万円 14%

一般会計

みなさんから
税として集めたお金

保育園に
入ったお金など

町営住宅の家賃など

ふるさと納税などの
寄付金

国や銀行から
借りたお金

国や県からもらう
使い道が決められた
お金

その他国から
もらえるお金

国や県からもらう
自由に使えるお金

昨年の残ったお金

その他から得たお金

旧庁舎片づけなどで
貯金を取り崩したお金

町
が
得
た
お
金

県
や
国
か
ら
も
ら
っ
た
お
金

借
金

入ってきたお金
62億8718万円

使ったお金
59億9588万円

困っている皆さんを
助けるお金

電気代などのほか、
町の運営に必要なお金

広域で行う消防などに
かかるお金

いざというときのために
貯めておくお金

道路・建物の整備などに
使うお金

借金を返すお金

道路などを保つお金

他の会計に移すお金

給料などに払うお金

2 億 9,130 万円

町税

地方
交付税

国庫支出金
県支出金

人件費

扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費

繰出金

積立金

投資的経費

24 億 8,451 万円

7,139 万円
7,815 万円

1億 1,971 万円
2億 3,957 万円

11億 6.548 万円

４億 4,006 万円

8億 8,894 万円

4億 3,859 万円

９億 8,463 万円

５億 9,065 万円

8億 9,827 万円

11億 6,753 万円

5,185 万円

7億 3,749 万円

６億 9,320 万円

7,299 万円

7億 9,927 万円

2億 3,590 万円
１億 2,488 万円

令和元年度決算

みよたのお財布

（来年度に繰り越し）差金
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他に、7つの特別会計などがあります

特別会計

◯入　17 億 4,956 万円
16 億 8,916 万円◯出

◯入 7 億 6,022 万円
7 億 5,685 万円◯出

◯入 10 億 6,820 万円
10 億 4,940 万円◯出

国民健康保険

公共下水道

介護保険

収入

令和元年度の収入を
500万円の家計におきかえると？

給料（町税など）
219万円

44%

前年の残り
（繰越金）

19万円 4%

500万円

両親・親戚からの援助
（地方交付税、国・県支出金）

208万円 42%

借金（町債）
35万円
　 7%貯金の取り崩し

（繰入金）
19万円 4%

支出

食費（人件費）
78万円
16%

医療費（扶助費）
47万円 10%

借金の返済
（公債費）

71万円 15%

親戚への援助
（補助費）

59万円 12%

家族への援助
（繰出金）

55万円
12%

貯金 6万円 1%

476万円

光熱水費など
（物件費）

93万円 19%

新築・リフォーム
（投資的経費など）

68万円 14%

一般会計

みなさんから
税として集めたお金

保育園に
入ったお金など

町営住宅の家賃など

ふるさと納税などの
寄付金

国や銀行から
借りたお金

国や県からもらう
使い道が決められた
お金

その他国から
もらえるお金

国や県からもらう
自由に使えるお金

昨年の残ったお金

その他から得たお金

旧庁舎片づけなどで
貯金を取り崩したお金

町
が
得
た
お
金

県
や
国
か
ら
も
ら
っ
た
お
金

借
金

入ってきたお金
62億8718万円

使ったお金
59億9588万円

困っている皆さんを
助けるお金

電気代などのほか、
町の運営に必要なお金

広域で行う消防などに
かかるお金

いざというときのために
貯めておくお金

道路・建物の整備などに
使うお金

借金を返すお金

道路などを保つお金

他の会計に移すお金

給料などに払うお金

2 億 9,130 万円

町税

地方
交付税

国庫支出金
県支出金

人件費

扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費

繰出金

積立金

投資的経費

24 億 8,451 万円

7,139 万円
7,815 万円

1億 1,971 万円
2億 3,957 万円

11億 6.548 万円

４億 4,006 万円

8億 8,894 万円

4億 3,859 万円

９億 8,463 万円

５億 9,065 万円

8億 9,827 万円

11億 6,753 万円

5,185 万円

7億 3,749 万円

６億 9,320 万円

7,299 万円

7億 9,927 万円

2億 3,590 万円
１億 2,488 万円

令和元年度決算

みよたのお財布

（来年度に繰り越し）差金
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開発が進むベバリー地区

補修完了の昇龍橋

　
９
月
定
例
会
は
９
月
４
日
に
招
集
さ
れ
、９
月
16
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
た
。

　
専
決
処
分
事
項
の
報
告
３
件
、規
約
案
１
件
、事
件
案
２
件
、条
例
案
３
件
、決

算
の
認
定
11
件
、補
正
予
算
案
５
件
、報
告
２
件
、諮
問
１
件
で
、町
側
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
案
25
件
を
原
案
ど
お
り
承
認・可
決
し
た
。

定例会
第3回
令和2年

最終日 初日 ②

初日 ①

質　
　
　
　
疑

Q　
み
よ
た
ん
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
に
つ
い
て
、

申
し
込
み
締
め
切
り
の
延

長
は
、町
民
へ
の
周
知
が
不

十
分
で
申
し
込
み
が
少
な

か
っ
た
た
め
か
。

　
ま
た
、現
在
の
申
し
込

み
状
況
は
。

A　

往
復
は
が
き
で
、全

世
帯
に
購
入
予
約
申
込

書
を
配
布
し
た
が
、世
帯

申
し
込
み
率
34・8
％
、発

行
総
数
申
し
込
み
率
22・

4
％
と
低
か
っ
た
の
で
、

申
込
期
日
を
延
長
し
詳
細

な
内
容
を
全
世
帯
配
布
の

　
専
決
処
分

 

令
和
元
年
度
決
算

 

令
和
２
年
度
補
正
予
算

　
路
線
認
定

チ
ラ
シ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

折
込
な
ど
で
周
知
し
た
。

　

現
在
、問
い
合
わ
せ
な

ど
も
多
く
、申
し
込
み
数

も
増
加
し
て
い
る
。各
種

の
努
力
を
続
け
て
２
万
冊

到
達
に
努
め
る
。

Q　
一
里
塚
の
ベ
バ
リ
ー

地
区
内
の
新
規
町
道
路
線

認
定
３
件
に
つ
い
て
の
理

由
は
。ま
た
、未
舗
装
部
分

の
今
後
の
舗
装
予
定
は
。

A　
地
区
の
開
発
時
に
整

備
さ
れ
た
路
線
で
未
認
定

で
あ
っ
た
。将
来
的
に
住

宅
地
と
し
て
の
可
能
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
、新
た
に

町
道
に
認
定
す
る
。

　

未
舗
装
部
に
つ
い
て

は
、現
時
点
で
は
整
備
す

る
予
定
は
な
い
。

　
今
後
の
沿
線
の
住
宅
の

建
設
状
況
や
、路
線
の
利

用
状
況
を
み
て
検
討
す
る
。

Q　
人
口
が
増
え
て
い
る

中
で
可
燃
ご
み
が
減
少
し

た
理
由
は
。

A　
家
庭
系
は
増
加
傾
向

だ
が
、事
業
系
は
減
少
し
て

い
る
。事
業
系
の
減
少
は
、

資
源
化
が
進
ん
だ
こ
と
と
、

事
業
者
及
び
商
工
会
の
会

員
の
減
少
が
原
因
と
推
測

す
る
。

Q　
橋
梁
修
繕
事
業
の
整

備
率
と
全
体
完
了
の
見
通

し
は
。ま
た
、交
付
金
の
状

況
は
。

A　
本
年
度
末
の
整
備
率

は
90・9
％
に
な
る
。

　
補
修
工
事
が
完
了
す
る

の
は
令
和
５
年
ま
で
の
予

定
で
あ
る
。そ
の
後
も
橋
梁

が
あ
る
限
り
、補
修
の
繰
り

返
し
と
な
る
。

　

交
付
金
の
要
望
事
業

費
に
対
す
る
内
示
率
は
、

昨
年
38・
6
％
、本
年
19・

4
％
、全
国
的
に
災
害
が

多
発
し
、補
助
金
の
確
保

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

Q　
住
宅
新
築
資
金
の
国

へ
の
償
還
終
了
に
伴
う
現

在
の
滞
納
件
数
と
滞
納
額

は
。ま
た
、返
済
の
対
応
は
。

A　

滞
納
件
数
は
33
件
、

滞
納
額
は
約
１
憶
６
千
万

円
で
あ
る
。返
済
状
況
に

つ
い
て
は
、現
在
調
査
中

で
、対
策
を
検
討
す
る
。

Q　
ふ
る
さ
と
納
税
住
民

事
業
支
援
金
の
内
容
は
。

A　
継
続
的
に
寄
付
者
の

増
加
を
図
る
た
め
、ふ
る

さ
と
納
税
を
原
資
と
し
た

住
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
応
援
す
る
補
助
制
度
を

創
設
し
た
。

　
こ
の
制
度
の
取
り
組
み

を
公
表
し
、継
続
的
に
寄

付
を
い
た
だ
け
る
方
を
増

や
し
た
い
。
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賛否一覧

専 決 処 分
専決処分事項の報告について（令和２年度御代田町一般会計補正予算第５号）
プレミアム付商品券事業の経費に関する補正予算。
専決処分事項の報告について（令和２年度御代田町一般会計補正予算第６号）
法人町民税の還付金及び還付加算金に関する補正予算。

条 例 の 改 正 等
御代田町保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正する条例案について
御代田町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案
について
御代田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案について
国の方針である幼児教育・保育の無償化のため、上位法令等の改正に伴い改正するもの。

予　　　算　・　決　　　算
令和元年度御代田町一般会計・各特別会計決算の認定について
質疑：4ページ、委員会審査：14 ～ 15ページ
令和２年度御代田町一般会計・各特別会計補正予算案について
質疑：4ページ、委員会審査：14 ～ 15ページ

人　　　　　事
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
7ページ

陳　　　情　・　意　見　書
国の責任による35人学級推進と教育予算の増額を求める陳情
6ページ
国の責任による35人学級推進と教育予算の増額を求める意見書
6ページ
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
6ページ

そ　　の　　他
佐久市・北佐久郡環境施設組合の事務所の移転及び規約の変更について
12月１日に佐久平クリーンセンターに事務所を移転するもの。
令和２年度 国庫補助 ＧＩＧＡスクール構想パソコン端末購入契約について
町道の路線認定及び路線変更について
専決処分事項の報告について（井戸沢一般廃棄物最終処分場へ搬入待機中の車両に案内板が接触した事故に係る損
害賠償について）
請願の処理の経過及び結果の報告について
令和２年６月「新型コロナウイルス感染拡大に伴う経営支援を求める請願」に対する経過報告。
令和元年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
財政健全化法に基づく諸数値の報告。

■全会一致の議案など

出
席
者
数

賛　
　
成

反　
　
対

退　
　
席

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
内
堀
喜
代
志

荻
原　
謙
一

茂
木　
重
幸

古
越
雄
一
郎

池
田　
る
み

井
田　
理
恵

徳
吉　
正
博

小
井
土
哲
雄

仁
科　
英
一

池
田
健
一
郎

古
越　
　
弘

笹
沢　
　
武

市
村
千
恵
子

五
味　
髙
明

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を
求める陳情 14 12 1 0 採 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を
求める意見書 14 12 1 0 可 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

＊可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、同…同意、採…採択
＊議長は採決に加わりませんので、「−」で表示します。　（議長　14番　五味　髙明）

議案名等

議員名簿
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陳情 は、こうなりました
陳情名 陳情者 趣旨 委員会意見 担　当

委員会
本会議
結　果

国の責任に
よる35人学
級推進と教
育予算の増
額を求める
陳情

御代田町
教職員組合
代表
土屋　浩

35人学級推進や、複数の学
年を1クラスで受け持つ複
式学級の解消のため、義務標
準法等の改正及び教育予算
の増額が必要である。

〇採択　
・コロナ禍において、学校

内が密にならないように
するためにも、少人数学
級が重要である。

・長野県内では実施されてい
るが、自治体によって財政
的に大変であり、国が予算
の増額等をすべきである。

総務
福祉
文教

全会一致で
採択

義務教育費
国庫負担制
度の堅持 ・
拡充を求め
る陳情

御代田町
教職員組合
代表
土屋　浩

平成18年に義務教育費の国
庫負担割合を2分の1から3
分の1に引き下げたため、地
方財政を圧迫し、教育の地方
格差の拡大が懸念されてい
る。義務教育費国庫負担制度
の堅持・拡充が必要である。

〇採択　
・国庫負担制度は必要不可

欠である。
・財政的に地方が頑張って

やろうとすると、すべて
持 ち 出 し に な っ て し ま
う。国庫負担の割合を元
に戻すべきである。

総務
福祉
文教

賛成多数で
採択

▼国へ意見書を提出しました▼
国の責任によ
る35人 学 級
推進と、教育予
算の増額を求
める意見書

豊かな教育を進めるため次の事項を強く要望する。
１　国の責任において、35人学級を推し進めるために、義務標準法改正等を実行

すること。また、そのための教育予算の増額を行うこと。　
２　国の複式学級の学級定員を引き下げること。

【提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣】

義務教育費国
庫負担制度の
堅持・拡充を求
める意見書

教育の機会均等とその水準の維持向上のために、必要不可欠な義務教育費国庫負担制
度を堅持し、負担率を２分の１に復元するよう強く要望する。

【提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣】

新型コロナウ
イルス感染症
の影響に伴う
地方財政の急
激な悪化に対
し地方税財源
の確保を求め
る意見書

新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社会的影響をもたらしており、国
民生活への不安が続いている中で、地方税・地方交付税等の一般財源の激減が避けが
たくなっている。
地方自治体は、通常の行政運営のほか、長期化する感染症対策にも迫られ、今後の地方
財政は、かつてない厳しい状況になることが予想される。国においては、令和３年度地
方財政対策及び地方税制改正に向け、次の事項を実現するよう要望する。
１　地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保・充実すること。
２　地方交付税については、総額を確保すること。
３　令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収

補填措置を講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、弾力的に
対応すること。

４　安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税制について
は、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性等
を厳格に判断すること。

５　特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす
見直しは、行わないこと。また、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講
じられた特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限り
の措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

【提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣ほか】
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【
決
算
審
査
の
所
見
】

　

憲
法
の
話
を
少
々
し
ま

す
。監
査
と
何
の
関
係
が
あ

る
の
か
と
の
疑
念
を
持
た

れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。さ
て
、日
本
国
憲

法
第
65
条
で「
行
政
権
は
、

内
閣
に
属
す
る
。」と
定
め

て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら

国
家
公
務
員
の
み
が
行
政

官
の
よ
う
で
す
が
、憲
法
第

94
条
で「
地
方
公
共
団
体

は・・・
行
政
を
執
行
す
る

権
能
を
有
し・・・」
と
定

め
て
お
り
、こ
の
こ
と
か
ら

地
方
公
共
団
体
に
奉
職
す

る
皆
さ
ん
も
ま
た
行
政
官

で
あ
り
ま
す
。従
っ
て
、皆

さ
ん
は
行
政
の
意
義
や
特

質
に
つ
い
て
の
ア
ウ
ト
ラ

イ
ン
を
認
識
し
て
お
く
必

し
、同
一
条
件
に
も
か
か
わ

ら
ず
税
額
等
が
異
な
っ
て
良

い
の
で
し
ょ
う
か
。法
令
等

に
従
っ
て
画
一
的
に
対
応
す

る
こ
と
が
皆
さ
ん
の
職
務
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。先
に

申
し
上
げ
た
批
判
項
目
の
大

部
分
は
公
務
員
と
し
て
順
守

す
べ
き
事
柄
で
す
。も
ち
ろ

ん
、不
親
切
と
か
尊
大
と
か

さ
ら
に
は
横
柄
と
か
の
印
象

を
与
え
な
い
よ
う
に
努
め
る

こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。

　
し
た
が
っ
て
、杓
子
定
規

や
画
一
的
か
ら
外
れ
た
融

通
を
利
か
せ
す
ぎ
る
と
当

然
に
監
査
委
員
か
ら
指
摘

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
留
意
を
お
願
い
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

最
近
は
公
務
員
あ
る
い

は
地
方
公
務
員
と
い
わ
れ

ま
す
が
、か
つ
て
は
役
人
や

官
僚
と
言
わ
れ
ま
し
た
。今

で
も
格
式
張
っ
て
い
え
ば

「
行
政
官
」で
す
。時
に
は
官

僚
と
も
言
わ
れ
ま
す
。行
政

官
で
あ
り
官
僚
で
あ
る
皆

さ
ん
の
仕
事
の
特
性
は
一

般
に「
不
親
切
、尊
大
横
柄
、

役
人
根
性
、杓
子
定
規
、繁

文
縟
礼
、法
規
万
能
主
義
、

縄
張
り
主
義
、権
威
主
義
、

特
権
意
識
」と
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、こ
れ
ら
は
町
民

サ
イ
ド
か
ら
の
批
判
で
す
。

例
え
ば
、「
法
規
万
能
主
義
」

に
つ
い
て
い
え
ば
、町
民
に

応
じ
て
臨
機
応
変
に
対
応

監 

査 

報 

告  （
抜 

粋
）

泉
　
喜
久
男

小
井
土
哲
雄

監
査
委
員

令
和
元
年
度
決
算
審
査
の
結
論
は

　
　
　
「
正
確
か
つ
適
正
で
あ
る
と
認
め
た
」

 　
面
替“
通か

よ

い
稲い

な

作さ
く

塾じ
ゅ
く

” 

無
農

薬
モ
チ
米
の
稲
刈
り
、ハ
ゼ
掛

け
の
風
景
で
す
。

　
例
年
だ
と
多
く
の
都
市
住

民
の
方
々
と
、賑
や
か
に
盛
り

上
が
る
の
で
す
が
、今
年
は
、時

節
柄
、当
町
、隣
町
の
新
住
民

の
皆
さ
ん
と
の
ん
び
り
。

　
収
穫
し
た
ら
、こ
の
新
米
で

モ
チ
つ
き
で
す
。

表
紙
の
写
真

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

　
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
諮
問
）

尾
臺　
良
左　
氏 （
上
宿
区
在
住 

）

　
適
任
と
い
う
意
見
を

　
　
　
　
　
付
す
る
こ
と
に
決
し
た

　
任
期
は

　
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

　
令
和
5
年
12
月
31
日
ま
で

人
事
案
件

ホームページ
もご覧ください！　
　ホームページでは、議会の録画映像の他、過去
の議事録・議会だよりなどを掲載していますので、
ご覧ください。

御代田町議会 検索
議
員
の
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

顔
写
真
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議会を身近に感じていただければ幸いです。
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　御代田町議会では、議会活動の活性化と効率化をめざした議会改
革の一環として「ICT推進委員会」を設置し、タブレット等を活用し
た議会運営の検討を進めてきました。その後、町当局と合同の「タブ
レット導入検討委員会」を設けました。

が
ん
ば
る
ぞ
ー

進めています！議会改革

平成30年 11月 議会運営委員会で先進地視察（山梨県富士川町）
議員6名、事務局2名

令和元年

8月 議員有志でICTセミナー受講
議員5名

10月～ 12月 議会全員協議会にて議会のICT化についての方針検討

12月13日 議会にてICT推進委員会を設置

令和2年

2月19日 タブレットを用いた議会運営システムのデモ研修
議員13名、町12名参加

2月～ 6月 議会ICT推進委員会で議論を進めた

7月16日 第1回議会タブレット導入検討委員会の開催　
議員4名、町5名、事務局2名

8月20日 第2回議会タブレット導入検討委員会の開催

8月28日 タブレット講習会　議員12名　事務局２名
中学3年生向けで導入したタブレット予備機を借用して講習会を開催

8月31日 タブレット講習会　議員2名

9月4日～ 16日 9月定例会にて、タブレットによる議会運営を試行

10月2日 第3回議会タブレット導入検討委員会で導入する方向性を決定

　9月定例会のタブレット試行の様子
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池田　るみ 議員

問
小
中
学
校
に
お
け

る
児
童
生
徒
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
者
数

と
学
級
閉
鎖
の
状
況
は
。

答
教
育
次
長
　
平
成

30
年
度
は
北
小
が

74
名
の
5
ク
ラ
ス
、南
小

が
126
名
の
7
ク
ラ
ス
、中

学
校
は
56
名
で
学
級
閉
鎖

は
な
い
。令
和
元
年
度
は

北
小
が
18
名
の
1
ク
ラ

ス
、南
小
が
63
名
の
2
ク

ラ
ス
、中
学
校
は
30
名
で

学
級
閉
鎖
は
な
い
。昨
年

は
、マ
ス
ク
の
着
用
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
対
策
に
よ
り
減

少
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
終

息
す
る
ま
で
の
時
限
措
置

で
、小
中
学
生
へ
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
補

助
の
考
え
は
。

答
町
長
　
学
校
現
場

の
混
乱
を
防
ぎ
正

常
な
運
営
を
し
て
い
く
た

め
、小
中
学
生
を
対
象
に

上
限
2
千
円
の
補
助
を
、

令
和
2
年
度
の
み
実
施
し

た
い
。

問
臨
時
休
校
に
よ
り

遅
れ
て
い
る
授
業

の
学
習
進
度
は
。

答
教
育
次
長
　

8
月

末
時
点
に
お
け
る

学
習
進
度
は
、北
小
、南
小

学
校
と
も
に
90
％
程
に
、

中
学
校
に
お
い
て
も
90
％

程
、回
復
し
て
い
る
。

問
感
染
第
2
波
な
ど

に
よ
る
休
校
に
備

え
て
、学
び
の
継
続
計
画

の
作
成
状
況
は
。

答
教
育
次
長
　
学
び

の
継
続
計
画
は
、

I
C
T
機
器
を
活
用
す
る

こ
と
が
計
画
の
中
心
で
あ

り
現
在
、小
中
学
校
と
も

に
作
成
中
で
あ
る
。

問
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想
に
お
け
る

モ
バ
イ
ル
W
i-

F
i
ル

ー
タ
ー
整
備
と
G
I
G
A

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配

置
委
託
の
進
捗
状
況
は
。

答
教
育
次
長
　
パ
ソ

コ
ン
端
末
が
納
品

さ
れ
る
11
月
末
ま
で
に

W
i-

F
i
ル
ー
タ
ー
の

購
入
を
進
め
て
い
き
た

い
。ま
た
、ル
ー
タ
ー
の
貸

し
出
し
に
よ
る
通
信
費
用

は
、各
家
庭
で
の
負
担
を

想
定
し
て
い
る
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、校
内

通
信
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
整
備
業
務
委
託
者
や

パ
ソ
コ
ン
端
末
購
入
業
者

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

小
中
学
生
への
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
補
助
を

2
千
円
を
上
限
に
令
和
2
年
度
の
み
実
施
し
た
い

中学生のタブレット授業

問
児
童
館
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
環
境

の
整
備
の
考
え
は
。

答
町
民
課
長
　
端
末

を
持
ち
帰
り
家
庭

で
学
習
を
行
う
と
い
っ
た

状
況
に
な
れ
ば
、放
課
後

児
童
館
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
の
整
備
を

教
育
委
員
会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
検
討

や
長
期
休
暇
に
児
童

を
預
か
る
児
童
館
で

も
必
要
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

　

教
育
委
員
会
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

保護者への通知文
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プレミアム付商品券

新
規
に
農
業
者
向
け
み
よ

た
ん
給
付
金
事
業
を
計
画

し
て
い
る
。

問
学
校
給
食
費
無
償

化
は
継
続
し
て
実

施
す
る
べ
き
で
は
。

答
町
長
　
大
変
厳
し

い
情
勢
の
中
で
は

あ
る
が
、十
分
に
実
行
可

能
と
考
え
て
い
る
。

来
年
度
の
予
算
編
成
の
課
題
と
対
応
は

よ
り一層
の
経
費
の
節
減
に
努
め
る

市村千恵子 議員

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
の
令
和
元
年
度

の
決
算
状
況
は
。

答
企
画
財
政
課
長

町
税
で
は
法
人
町

民
税
が
３
億
円
、ふ
る
さ

と
納
税
も
１
億
円
を
超

え
、財
政
調
整
基
金
は

26
億
８
千
820
万
円
と
過
去

最
高
の
残
高
と
な
り
、令

和
元
年
度
の
決
算
剰
余
金

処
分
で
、１
億
２
千
700
万

円
を
財
政
調
整
基
金
へ
積

み
立
て
た
。令
和
元
年
度

の
決
算
上
で
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
は
大
き
く
出
な
か
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

問
令
和
２
年
度
が
半

年
経
過
す
る
中
で

の
現
在
の
状
況
は
。ま
た
、

町
税
、ふ
る
さ
と
納
税
、国

の
臨
時
交
付
金
な
ど
の
財

政
確
保
の
見
通
し
は
。

答
企
画
財
政
課
長

法
人
町
民
税
の
大

幅
な
減
が
見
込
ま
れ
、ふ

る
さ
と
納
税
は
当
初
予
算

で
２
億
円
を
計
上
し
た
が

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、経
済

状
況
の
不
透
明
感
か
ら
増

額
は
相
当
難
し
い
。

　

財
政
調
整
基
金
を

２
億
１
千
31
万
円
繰
り
入

れ
、町
単
独
事
業
を
実
施
し

た
。国
か
ら
は
コ
ロ
ナ
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が

２
億
５
千
137
万
円
が
交
付

さ
れ
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
や
独
自
事
業
に

充
当
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
財
政
運

営
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。

国
等
の
動
向
を
注
視
し
、コ

ス
ト
意
識
を
高
め
、よ
り
一

層
の
経
費
の
節
減
な
ど
に

努
め
る
。

問
来
年
度
の
予
算

編
成
の
課
題
と

対
応
は
。

答
企
画
財
政
課
長

町
税
、譲
与
税
や
交

付
金
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、

妊産婦乳幼児相談

基
準
日
以
降
の
新
生
児
へ
の
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
は

実
施
は
大
変
厳
し
い

問
基
準
日
以
降
39
人

が
生
ま
れ
て
い

る
。新
生
児
へ
の
定
額
給

付
金
の
支
給
の
考
え
は
。

答
町
民
課
長
　
４
月

28
日
以
降
、出
生

届
け
が
提
出
さ
れ
た
の
は

39
名
で
あ
る
。

　
基
準
日
以
降
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
に
対
す
る
給

付
金
は
、検
討
は
行
う
も

の
の
事
業
の
実
施
は
大
変

厳
し
い
と
の
認
識
で
あ
る
。

町
長
　
担
当
課
と
協
議
し

て
み
た
い
と
思
う
が
難
し

い
判
断
に
な
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

が
長
期
化
す
る
中

で
の
今
後
の
対
応
は

答
産
業
経
済
課
長
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
、10
月
か
ら
は
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内堀喜代志 議員

問
本
年
度
採
用
し
た

職
員
と
人
事
配
置

の
意
図
は
。

答
総
務
課
長
　
保
育

士
は
、昨
年
度
中

途
で
２
名
が
自
己
都
合
で

退
職
し
た
た
め
の
補
充

と
、３
歳
未
満
児
保
育
の

需
要
の
増
加
で
、保
育
士

５
名
を
新
規
採
用
し
た
。

　
一
般
事
務
職
は
一
昨
年

度
、突
然
の
自
己
都
合
退

職
者
が
多
く
、計
画
的
な

職
員
増
が
出
来
な
か
っ
た

た
め
、そ
の
分
を
考
慮
し

て
５
名
を
新
規
採
用
と
し

た
。

　
新
た
な
業
務
に
対
応
す

る
た
め
、公
認
心
理
師
１

名
を
加
え
て
、全
体
で
11

名
を
新
規
採
用
し
た
。本

年
４
月
１
日
の
職
員
総
数

は
148
名
と
な
っ
た
。

問
一
昨
年
ま
で

は
中
途
退
職

者
が
数
名
も
し
く

は
そ
れ
以
上
い
た

が
、昨
年
度
の
中
途

退
職
者
の
減
少
の

要
因
分
析
は
。

答
総
務
課
長
　

平
成
30
年
度

中
は
定
年
退
職
者
１
名
、

定
年
前
の
自
己
都
合
退
職

者
14
名
と
突
出
し
た
。

　
自
己
都
合
退
職
者
は
個

別
の
事
情
が
あ
っ
て
、偶

然
一
昨
年
度
に
集
中
し
た

と
考
え
る
。

問
本
年
６
月
施
行
の

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法

の
町
の
対
応
は
。

答
総
務
課
長
　
本
年

４
月
１
日
、パ
ワ
ハ

ラ
防
止
等
に
関
す
る
人
事

院
規
則
が
制
定
さ
れ
、町

に
お
い
て
も
、職
場
に
お

け
る
す
べ
て
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
防
止
、排
除
、問
題

が
生
じ
た
場
合
の
対
応
に

関
す
る
規
定
を
定
め
た
。

問
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い

て
、正
し
い
知
識
を

備
え
、パ
ワ
ハ
ラ
の
な
い

職
場
環
境
を
つ
く
る
上

で
、ど
の
よ
う
な
姿
勢
で

の
ぞ
む
か
。

答
副
町
長
　
町
職
員

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
に
関
す
る
規
定
を
遵

守
す
る
こ
と
は
当
然
で
、

大
切
な
こ
と
は
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
起
こ
さ
な
い
こ
と

が
最
も
大
事
で
あ
る
。

問
行
政
事
務
上
の
進

め
方
や
意
見
の
違

い
で
声
が
大
き
く
な
る
場

合
が
多
々
あ
る
か
と
思

う
。そ
の
時
は
、別
室
で
打

合
せ
る
な
ど
周
囲
へ
の
配

慮
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
副
町
長
　
上
司
が

部
下
に
話
を
す
る

と
き
は
、理
解
し
て
も
ら

う
よ
う
に
話
を

す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。上
司

自
身
が
物
事
に

対
し
て
理
解
す

る
。理
解
し
た
上

で
話
を
し
、指
導

方
針
を
持
っ
た

中
で
話
を
し
て

い
け
ば
、荒
い
言

葉
、言
っ
て
は
い

け
な
い
言
葉
、暴

力
的
な
言
葉
は

出
て
こ
な
い
。

　
職
が
重
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
責
任
が
あ
る
。き
ち

ん
と
理
解
し
た
う
え
で
、

理
解
で
き
る
表
現
を
し

て
、お
互
い
の
心
の
中
で

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

パ
ワ
ハ
ラ
の
な
い
職
場
環
境
へ
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
の
ぞ
む
か

お
互
い
の
心
の
中
で
理
解
を
深
め
る

中途退職

パワーハラスメント

※
他
に
、地
域
福
祉
計
画

の
質
問
を
し
ま
し
た
。

やめる？
つづける？
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学
校
給
食
無
償
化
を
教
育
的
に
深
め
る
に
は

給
食
を
食
育
に
活
か
す
取
り
組
み
が
重
要

井田　理恵 議員

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
緊

急
対
応
と
し
て
、町

長
公
約
の
学
校
給
食
費
無

償
化
が
７
月
よ
り
５
千

448

万
円
の
事
業
費
で
実
施
と

な
っ
た
。広
報
や
ま
ゆ
り

８
月
号
の
町
長
コ
ラ
ム
に

掲
載
さ
れ
た
内
容
を
基
に
、

教
育
的
に
ど
う
深
め
て
い

く
の
か
。

答
町
長
　
教
育
の
深

化
と
い
う
点
で
は

給
食
の
機
会
を
今
ま
で
以

上
に
食
育
に
生
か
し
て
い

く
取
り
組
み
が
大
事
だ
。

　
郷
土
学
習
の
面
で
、フ

ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
を

は
じ
め
と
し
た
輸
入
品
と

地
元
産
の
ど
ち
ら
を
食
べ

る
の
が
地
球
環
境
に
と
っ

て
、望
ま
し
い
か
を
考
え

る
場
に
し
た
い
。

問
高
齢
者
の
熱
中
症

対
策
で
、住
環
境
の

実
態
調
査
の
考
え
は
。近
年

の
気
温
上
昇
で
８
月
は
28

度
以
上
の
日
は
28
日
間
と

な
り
、熱
中
症
救
急
搬
送
は

７
割
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
と
の
こ
と
だ
。

高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
で

　
　
　
　
　
　
　
住
環
境
の
調
査
を

次
回
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
　
　
　
取
り
入
れ
検
討
し
た
い

ヤ
ッ
ホ
ー
ブ
ル
ー
イ
ン
グ
の
操
業
で
期
待
で
き
る
効
果
は

勤
務
者
の
町
内
居
住
で
人
口
増
加
に
も
期
待
で
き
る

給食の献立表

　
医
療
機
関
で
熱
中
症
の

診
断
か
ら
入
院
も
あ
る
。大

事
に
至
ら
な
い
よ
う
な
啓

発
や
呼
び
か
け
を
望
む
が
。

答
保
健
福
祉
課
長

介
護
高
齢
係
で
毎

年
、日
常
生
活
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
質
問
票
を
送
付

し
て
い
る
。次
回
質
問
の
中

に
、熱
中
症
予
防
の
意
識

や
、住
環
境
に
つ
い
て
の
質

問
を
入
れ
、現
状
を
知
り
今

後
の
対
策
に
つ
な
げ
る
よ

う
に
検
討
す
る
。

問
ヤ
ッ
ホ
ー
ブ
ル
ー

イ
ン
グ
企
業
誘
致

の
進
捗
状
況
と
期
待
で
き

る
効
果
は
。

答
企
画
財
政
課
長

事
業
所
移
転
は
本

社
機
能
で
、稼
働
時
に
は

80
名
が
勤
務
す
る
。令
和

３
年
度
に
11
名
、４
年
以

降
は
10
～
20
名
の
採
用
を

予
定
し
、入
寮
希
望
の
場

合
は
町
内
物
件
の
借
上
げ

で
、人
口
増
加
に
期
待
す

る
。

　
９
月
23
日
か
ら
稼
働
予

定
で
、年
間
６
万
６
千
ℓ

の
ビ
ー
ル
製
造
設
備
も
整

備
す
る
。ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
の
人
気
も
あ
り
、

登
録
を
進
め
て
い
る
。

問
町
へ
の
貢
献
を
示

す
同
社
に
対
し
、支

援
や
補
助
金
で
応
え
る
方

策
は
。

答
産
業
経
済
課
長

工
場
等
立
地
雇
用

促
進
事
業
補
助
金
や
工
業

振
興
補
助
金
に
当
て
は
ま

れ
ば
助
成
し
て
い
き
た
い
。

※
他
に
、湯
川
ダ
ム
の
機

能
強
化
に
つ
い
て
質
問
を

し
ま
し
た
。
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浅間山に抱かれた高原のまち

雪窓向原線の植栽桝

荻原　謙一 議員

問
第
５
次
長
期
振
興

計
画
後
期
計
画
策

定
の
進
捗
状
況
は
。

答
企
画
財
政
課
長

現
在
、専
門
部
会
に

よ
る
検
討
は
、ほ
ぼ
終
え

て
い
る
。　

　

今
後
は
、企
画
会
議
に

よ
る
原
案
の
確
定
、審
議

会
へ
の
諮
問・
答
申
を
経

て
、今
年
度
中
の
議
会
に

お
い
て
内
容
を
示
す
予
定

で
あ
る
。

問 

計
画
策
定
の
課
題

と
基
本
方
針
は
。

答
企
画
財
政
課
長

全
国
的
に
も
人
口

減
少
社
会
の
到
来
、少
子・

超
高
齢
化
、グ
ロ
ー
バ
ル

化
、そ
れ
に
、社
会
保
障
等

の
課
題
を
抱
え
る
中
で
、

当
町
に
お
い
て
も
、財
政

基
盤
を
確
立
し
な
が
ら
、

よ
り
一
層
魅
力
的
な
ま
ち

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。問

将
来
を
見
据
え
た
、

町
長
が
目
指
す
べ

き
都
市
像
は
。

答 
町
長
　
町
の
魅
力

づ
く
り
と
い
う
点

で
は
、か
り
ん
道
路
と
道

路
に
付
随
し
た
地
点
と
し

て
の
御
代
田
駅
前
を
ど
の

よ
う
し
て
い
く
の
か
が
大

変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

防
災・
減
災
を
意
識
し

た
公
共
事
業
は
、現
在
策

定
作
業
中
の
後
期
計
画
中

に
で
き
る
だ
け
集
中
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
。

　

今
後
、毎
年
の
よ
う
に

心
配
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
土

砂
災
害
へ
の
備
え
を
万
全

に
し
て
い
く
こ
と
が
、私

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

　

国
の
予
算
を
活
用
し
、

防
災・
減
災
へ
の
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
考
え

で
い
る
。

問
雪
窓
向
原
線
植
栽

桝
の
管
理
状
況
は
。

答
建
設
水
道
課
長
　

中
学
校
入
口
交
差

点
か
ら
J
A
佐
久
浅
間
伍

賀
支
店
付
近
ま
で
、お
よ

そ
１
千
860
ｍ
、196
箇
所
を

２
つ
の
景
観
形
成
委
員
会

（
企
業
等・
向
原
区
）と
町

が
小
諸
北
佐
久
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
委
託
し

て
管
理
し
て
い
る
。

問
今
後
の
環
境
整
備

（
植
栽
）の
計
画
は
。

答
建
設
水
道
課
長

町
が
管
理
し
て
い

る
48
箇
所
の
植
栽
桝
は
、

２
つ
の
景
観
形
成
委
員
会

と
同
様
に
補
助
金
を
交
付

し
て
管
理
を
す
る
方
法
が

あ
る
。

　

ま
た
、町
が
花
の
苗
や

肥
料
を
用
意
し
、植
え
る

作
業
か
ら
草
取
り
な
ど
、

日
常
の
維
持
管
理
を
沿
線

の
住
民
や
栄
町
区
の
方
々

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ

て
頂
く
方
法
が
考
え
ら
れ

る
。

　
そ
の
活
動
に
対
す
る
支

援
は
、町
と
協
議
し
、住
民

協
定
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
明
確
に
し
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

防
災・減
災
を
意
識
し
た
公
共
事
業
は

国
の
予
算
を
活
用
し
強
化
す
る

環
境
整
備
の
支
援
は

住
民
協
定
の
中
で
役
割
を
明
確
に
す
る
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、元
年
度
３
名
が

２
年
度
は
１
名
と
減
少
し
て
い
る
が
、募

集
は
続
け
る
の
か
。

A　
２
年
度
は
、移
住
関
係
業
務
の
た
め

の
募
集
を
し
て
１
名
を
採
用
し
た
。

　
昨
年
度
の
町
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作
の
２
名
欠

員
分
に
つ
い
て
は
、今
後
募
集
す
る
予
定

は
な
い
。

役
場
庁
舎
整
備
基
金
は
、旧
庁
舎
の
解
体

も
終
わ
っ
た
が
、今
後
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

A　
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
て
、急
速
充
電

器
の
設
置
工
事
も
急
な
工
事
で
な
い
た

め
、来
年
度

に
見
送
っ

た
。そ
れ
も

含
め
、今
後

庁
舎
の
維
持

管
理
に
も
費

用
が
必
要
と

な
る
の
で
基

金
積
立
は
必

要
と
考
え
て

い
る
。

行
し
て
い
る「
地
銀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
」の
収
納
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
書
に
は
、バ
ー
コ
ー
ド

が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、ス
マ
ホ
で
読
み

取
り
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ペ
イ
」と「
ペ
イ
ペ
イ
」

の
２
種
類
で
、支
払
い
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

電
子
マ
ネ
ー
で
対
応
で
き
る
税
の
種
類
や

納
付
金
額
は
。

A　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
と
同
じ
も
の
で
、町

県
民
税（
普
通
徴
収
）、固
定
資
産
税
、国

民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）、軽
自
動
車

税
の
４
つ
で
あ
る
。

　
一
回
当
た
り
30
万
円
ま
で
の
納
付
が
可

能
で
あ
る
。

スマホで納税

整備された庁舎跡地

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

令
和
元
年
度
国
保
会
計
決
算
認
定

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（審議内容の一部を掲載しました。）

総務福祉文教

地
方
税
滞
納
整
理
機
構
の
実
績
は
。

A　

地
方
税
滞
納
整
理
機
構
に
10
件
を

移
管
し
、令
和
元
年
度
時
点
の
滞
納
金

額
の
合
計
が
755
万
６
千
円
で
、実
績
は

327
万
３
千
円
の
回
収
が
で
き
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
不
納
欠
損
額
が
、昨

年
度
よ
り
大
幅
に
増
え
て
い
る
が
、そ
の

要
因
は
。

A　

平
成
28
年
度
に
執
行
停
止
判
定
を

行
い
、延
べ
人
数
102
名
で
、実
数
は
60
名
前

後
だ
が
、平
成
20
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で

の
滞
納
繰
越
分
の
不
納
欠
損
を
、令
和
元

年
度
に
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

所
得
に
応
じ
て
減
免
を
受
け
て
い
る
世
帯

数
は
。

A　
７
割
減
が
36
世
帯
、５
割
減
が
48
世

帯
、２
割
減
22
世
帯
で
、合
計
106
世
帯
と

な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
応
ス
マ
ホ
決
済
シ
ス
テ
ム
変
更

委
託
料
24
万
円
は
、ス
マ
ホ
に
よ
り
、納
税

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
い
と
の
こ

と
だ
が
詳
細
は
。

A　
電
子
決
済
は
、コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
代

　　コロナ対策  スマホで電子決済

委 　 員 　 会  　  レ 　 ポ 　 ー 　 ト
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令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

令
和
２
年
度
補
正
予
算

融
雪
剤
散
布
の
基
準
は
。

A　
降
雪
の
注
意
報
や
警
報
が
出
た
時
、

予
備
散
布
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、雪
が
降

り
始
め
た
時
路
面
が
融
け
る
の
で
、除
雪

町民建設経済

農業者向けみよたん給付金  申請開始

委 　 員 　 会  　  レ 　 ポ 　 ー 　 ト

昨
年
度
、龍
神
の
杜
公
園
の
立
木
の
剪
定

や
芝
刈
り
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。今
年

は
適
正
に
管
理
し
て
い
る
。そ
の
経
緯
は
。

A　

平
成
30
年
度
は
委
託
先
が
変
わ
っ

た
。そ
の
た
め
勝
手
が
分
か
ら
な
か
っ
た

の
か
、そ
の
都
度
委
託
先
へ
連
絡
し
て
、対

応
し
た
。

　
今
年
度
は
、同
じ
業
者
へ
委
託
し
た
が
、

芝
刈
り
の
回
数
を
一
回
増
や
し
、枝
払
い

は
職
員
で
対
応
し
た
。芝
、落
ち
葉
の
管
理

な
ど
今
後
精
査
す
る
。

龍神の杜公園

農業者向けみよたん給付金

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
。

　
融
雪
剤
散
布
は
、雪
の
量
よ
り
も
気
温

に
左
右
さ
れ
や
す
く
、気
温
が
低
い
と
路
面

凍
結
も
し
や
す
い
の
で
散
布
量
も
増
え
る
。

道
路
除
雪
経
費
の
補
償
金
の
業
者
数
と
基

準
は
。

A　
除
雪
業
者
10
社
、融
雪
剤
散
布
業
者

２
社
、待
機
は
各
社
１
名
で
、１
回
の
依
頼

に
つ
き
12
名
の
待
機
に
な
る
。待
機
費
用

は
12
名
で
７
回
の
合
計
は
81
万
6
千
円
に

な
る
。

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
負
担
金
の

合
計
は
。

A　

平
成
26
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
の

負
担
金
は
、1
億
7
千
122
万
円
で
あ
る
。今

年
度
も
5
千
800
万
円
の
予
算
で
あ
る
。

12
月
稼
働
が
始
ま
る
と
、事
業
系
の
ご
み

の
一
部
は
イ
ー
ス
テ
ー
ジ
に
持
っ
て
い
く

が
、全
体
で
い
く
ら
ぐ
ら
い
の
費
用
減
が

見
込
め
る
か
。

A　
町
全
体
の
可
燃
系
の
ご
み
は
1
千
500

ト
ン
強
で
、家
庭
系
が
900
ト
ン
、事
業
系
が

600
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。家
庭
系
900
ト
ン

と
事
業
系
100
～
200
ト
ン
は
新
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
搬
入
し
、残
り
は
イ
ー
ス
テ
ー

ジ
へ
搬
入
す
る
。

　
処
理
費
用
と
負
担
金
に
つ
い
て
は
組
合

と
相
談
す
る
。

農
業
者
向
け
み
よ
た
ん
給
付
金
10
万
円
の

受
給
基
準
は
。

A　

昨
年
度
の
農
業
収
入
を
100
万
円
以

上
申
告
し
て
い
て
、同
年
同
期
と
比
較
し

て
農
業
収
入
が
減
少
し
て
い
る
農
家
を
対

象
と
す
る
。

　
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、申
請
書
、確
定

申
告
の
写
し
、口
座
振
り
込
み
関
係
書
類

で
あ
る
。周
知
方
法
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
広
報
や
ま
ゆ
り
、
J
A
佐
久
浅
間
、

農
業
委
員
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　
必
要
な
書
類
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
J
A
御
代
田
支

所
、各
営
農
セ
ン
タ
ー
に
置
く
。

給付額は
１農業者
当たり

10万円だよ‼
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北
欧
に
留
学
し
て
い
た
学

生
時
代
、充
実
し
た
福
祉
制
度

や
公
共
施
設
に
外
国
人
留
学

生
に
も
か
か
わ
ら
ず
、す
ば
ら

し
い
恩
恵
を
受
け
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。

　
帰
国
後
、御
代
田
町
の
美
し

い
自
然
環
境
に
北
欧
の
生
活

を
重
ね
、手
工
芸
の
制
作
活
動

を
始
め
ま
し
た
。麦
わ
ら
工
芸

「
ヒ
ン
メ
リ
細
工
」の
材
料
、ラ

イ
麦
の
藁
を
栽
培・
制
作
す
る

な
か
で
、農
作
業
へ
の
助
言
者

や
、手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ

　

昨
年
の
夏
、御
代
田
町
へ
移

住
し
て
き
ま
し
た
。雄
大
な
浅

間
山
や
豊
か
な
自
然
、静
か
な

環
境
の
中
で
生
活
で
き
る
事
を

と
て
も
幸
せ
に
感
じ
る
日
々
で

す
。

　
さ
ら
に
、ご
縁
が
あ
っ
て
、稲

作
や
畑
作
業
な
ど
を
お
手
伝
い

さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
、

ガ
ラ
リ
と
人
生
が
変
わ
り
ま
し

た
。今
で
は
毎
日
の
よ
う
に
畑

を
手
入
れ
し
た
り
、草
刈
り
を

し
て
い
ま
す
。自
然
と
関
わ
る

こ
と
が
楽
し
く
て
仕
方
あ
り
ま

中
な か む ら

村　里
さ と こ

子さん
（荒町）

熊
く ま の

野　かなえさん
（一里塚）

る
地
域
の
方
々
と
の
繋
が
り

が
生
ま
れ
、麦
の
藁
を
飲
み
物

用
の
ス
ト
ロ
ー
に
加
工
す
る

「
M
I
Y
O
T
A
ラ
イ
麦
ス
ト

ロ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
発
展

し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
支
援
金
の
助

成
制
度
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、ハ
ー
ト
ピ
ア
み
よ
た
、や

ま
ゆ
り
作
業
所
と
の
作
業
連

携
に
も
繋
が
り
、公
共
性
の
あ

る
取
り
組
み
へ
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
や
自
然
か
ら
の
受
け
た

せ
ん
。

　
綺
麗
な
水
辺
に
で
き
る
セ
リ

や
ク
レ
ソ
ン
、無
農
薬
の
田
ん

ぼ
に
浮
か
ぶ
絶
滅
危
惧
種
の

ミ
ズ
オ
オ
バ
コ
や
サ
ン
シ
ョ
ウ

モ
、ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
に
ヤ
ゴ
に
鮒

　
コ
ロ
ナ
下
に
あ
っ
て
、季
節

の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
お
祭
り
、運
動
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
相
次
い
で
中
止

と
な
っ
て
い
る
な
か
、い
つ
の

間
に
か
稲
穂
が
黄
金
色
に
染

ま
り
、稲
刈
り
の
時
期
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、対

コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
で
、一
般

質
問
時
間
短
縮
、傍
聴
の
中

止
な
ど
様
々
の
対
応
を
強
い

ら
れ
、本
来
の
あ
る
べ
き
姿
か

ら
遠
く
離
れ
て
の
運
営
に
、戸

惑
っ
て
お
り
ま
す
。

　
早
く
こ
の
事
態
が
収
束
し
、

人
々
が
気
兼
ね
な
く
集
え
る

日
常
が
取
り
戻
さ
れ
る
よ
う
、

切
に
望
む
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

      

茂
木
重
幸

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委  

員  

長　
荻
原　
謙
一

副
委
員
長　
内
堀
喜
代
志

委　
　
員　
市
村
千
恵
子

仁
科　
英
一

井
田　
理
恵

池
田　
る
み

古
越
雄
一
郎

茂
木　
重
幸

編
集
後
記

多
く
の
実
り
を
こ
の
町
に
お

返
し
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
日
々
で
す
。

に
ど
じ
ょ
う
。貴
重
な
生
き
物

に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　
御
代
田
町
の
自
然
の
豊
か
さ

は
、ま
ぎ
れ
も
な
く
大
切
な
財

産
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。環
境

を
豊
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

人
の
心
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る

と
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
御
代
田
町
の
自

然
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、こ

れ
か
ら
は
、微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、私
も
そ
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

みんなの
声
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